
 

先進企業が福利厚生制度に『精子凍結保管サービス』を導入開始 

〜 プレコン健診〜生殖細胞凍結を通じて ESG 経営を推進 〜 

 

 

HDX セルバンク株式会社（本社：東京都、代表取締役：向井徹）は、AYA 世代を対象としたプレコンセ

プション健診（以下、プレコン健診）および男性の精子凍結保管の推進を行っております。 

このたび、先進的企業３社において、福利厚生制度の一環として当社の『精子凍結みらいバンク®』が採

用されることが決定いたしました。 

 

プレコンセプションケア（プレコン）は、将来の妊娠・出産、健康的な生活に向けて若年層が主体的に健

康管理を行う取り組みであり、近年その重要性が高まっています。東京都の「TOKYO プレコンゼミ」を

はじめ、各自治体による支援も広がりつつあります。 

 

当社の提供するプレコン健診では、精子の高度機能検査を通じて、自身の妊孕性（妊娠するために必要な

能力）を早期に把握することができ、万が一の課題が見つかった場合にも、早期対応が可能となります。

また、精子を凍結保管することにより、将来的なライフイベントに柔軟に対応できる選択肢が広がり、多

様なライフスタイルへの対応を可能にします。 

 

今回、『精子凍結みらいバンク®』の福利厚生制度への採用を決定した企業は以下の通りです。 

 

【株式会社アンビション DX ホールディングス】https://am-bition.jp/ 

（東証 3300、東京都渋谷区、代表 清水 剛 様） 

アンビジョン DX ホールディングス社は、不動産テック領域を中心に、賃貸管理・仲介・売買・クラウ 

ドファンディング・保険事業など多角的に展開する総合不動産企業です。最新の DX 技術を活用したプ 

ラットフォーム構築を強みとし、不動産業界のデジタル化をリード。AI や RPA を取り入れた業務効率 

化や顧客体験の向上にも注力し、常に革新を追求する姿勢が高く評価されています。 

 

【代表取締役社長 清水 剛 様コメント】  

賃貸管理事業を中心に、開発・企画・仕入れ・仲介・販売・保険までをワンストップ提供する我が社で 

は、多様な人材が活躍し易い職場環境を整備する必要があります。 

社員が安心してキャリアを継続できるよう、生殖補助医療への支援の一環として精子凍結を福利厚生 

として導入しました。多様な働き方が進む中、社員一人ひとりが将来を見据えたライフプランを柔軟に 

設計し、仕事とプライベートを両立できる環境づくりを目指しています。この取り組みは、ウェルビー 

イングの向上やジェンダー平等、健康と福祉の推進など SDGs にも貢献するものと考えています。 

 

 

【株式会社シグマイン】https://sigmain.co.jp/ 

（東京都中央区、会長 村尾 忠孝 様、代表 近藤勝彦 様） 

シグマイン社は、IT に特化した、プロフェッショナルな技術者集団として産業基盤システムの開発・運 

https://am-bition.jp/


 

用に高い定評があります。 

  

【代表取締役会長 村尾 忠孝 様コメント】 

シグマインはお客様にシステム構築技術と豊富な業務ノウハウをご提供する、真にプロフェッショナル

な技術者集団です。当社は若い男性エンジニアが非常に多いため、ライフプランを応援する目的で精子

凍結を福利厚生に加えました。 

 

 

【株式会社 MX ロジスティクス】https://mxl.co.jp/ 

（埼玉県草加市、代表 鈴木 隆志 様、木村誠 様） 

株式会社 MX ロジスティクス（MXL）は、通販物流を中心に、商品保管・出荷・衣服の縫製、プリント

と言った加工・返品対応まで一括で担う総合物流サービスを提供する企業です。 

埼玉県草加市に本社を構え、柔軟かつ高品質な対応力を強みとし、全国に対応しております。 

  

【代表取締役 鈴木 隆志 様コメント】  

当社は可能な限り従業員ファーストの会社を目指しており、特に福利厚生に力を入れております。 

比較的男性社会といわれる物流業界において HDX さんの提供する精子バンクに深く賛同し、当社として

も真っ先に採用させていただきました。 

 

 

HDX セルバンク株式会社 概要 

・本店所在地：東京都新宿区下宮比町 2-28-415 

・MIRAIBANK センター所在地：埼玉県新座市大和田 3-3-14 エスロジ新座 East2 

・設立：2015 年 7 月 

・資本金：134,505,000 円（資本準備金 81,895,000 円） 

・代表者：代表取締役 Founder 向井 徹 

 
精子凍結みらいバンク(R) 公式サイト 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

•担当：小林 メール：mpp@mpnext.jp 


